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設立や経営のための教育が行われている。また、近年の企業についても ESG (Environment: 















                                                 
2Sacchetti and Tortia (2017) では、社会的企業について連続体の図によって分類されてい
る。また江上 (2017) では、金融機関における社会性とそのための取り組みについて言及さ
れている。 


































 そして、社会的企業の労働者と関連する概念として ”Motivated Agents” といわれるもの
がある。これは Besley and Ghatak (2005) によって提唱された概念であり、向社会的要因
に動機づけられた受託者のことである。”Motivated Agents” は金銭以外の要素に動機づけ
られているため、彼らに対する金銭的な報酬は他の受託者に比べて少なくなるというのが、
                                                 
4個人の可能性ということから、アマルティア・センのケイパビリティ・アプローチと関連
付けて言及されることも多い。 




Besley と Ghatak のおもな分析結果である6。 






























                                                 
6かれらは 2017年の研究 (Besley and Ghatak : 2017) において、社会的企業と非営利組織、
そして、営利企業の三種について余剰比較を行っている。 
























また、本研究は JSPS科研費 (課題番号H1702505) の助成を受けたものである。 
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※ 英文タイトルは「A Note on Social Enterprises and Eudaimonia」にしてください。 
よろしくお願いいたします。 
